
滝ケ原町にこの度新しい住人が入居する。
彼らは私たちよりずいぶんと小さい。
これから一緒に生活する小さな隣人のために、新しい家が必要だ。
なにせ私たちの住んでいる家は彼らにとっては大きすぎるから。
彼らが楽しく暮らせるように、私に何ができるだろう。
立って寝るからベットはいらないし、きれいな床はつまらないそうだ。
それにあったかい羽毛を着ているから私たちより寒いのは得意。
夏は苦手みたいだから日陰とか風通しが大事。
私たちと同じで、出産する場所はこもれる場所がいいらしい。
体を洗うために砂が必要だとか。
彼らは毎朝私たちに卵をくれるらしい。
私たちの畑にまく肥料も与えてくれる。
私たちはそんな彼らのために家を掃除してあげたりすることにした。
彼らとの生活が始まる。








